




医療をうけることなしに突然死亡するのが特徴である SIDS の死亡例は、大学での病理解剖

の対象になることが少ない。しかし法医学の分野では、原因不明の急死として、誰かの過

失による疑から捜査の対象になり、あるいは犯罪の疑がなくても監察医務の対象として、

司法なり行政なりの法医解剖を行う機会が少くないはずである。日本法医学会は病理学会

にならって、1981 年始めて 1980 年における解剖例を集め、法医鑑定例概要を刊行した。

これに集録された解剖例のうちから、乳児の死亡例をピックアップし、特に SIDSを目標に

して若干の検討を行なった。疫学的調査と称するには、余りに資料が少なく、また資料の

内容も不均一であるなど問題があるが、法医解剖を通じて SIDSをみたことにはなるものと

考える。 


